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【 は じ め に 】  

鶏 大 腸 菌 症 は 鶏 病 原 性 大 腸 菌 (AP E C : A v i a n  p a t h o g e n i c  

E s c h e r i c h i a  c o l i） に よ り 引 き 起 こ さ れ 、 そ の 発 生 は 特 に 肉 用 鶏

農 場 で 経 済 的 損 失 が 大 き く 、 対 策 が 困 難 と な っ て い る 。  

今 回 、 薬 剤 耐 性 率 や 病 原 関 連 遺 伝 子 (VA G s )保 有 率 の 変 化 を 知 る

た め 、 鶏 大 腸 菌 症 発 生 の 管 内 肉 用 鶏 A 農 場 に お け る 、 今 回 及 び 過

去 に 分 離 さ れ た 菌 株 の 性 状 を 調 査 し た 。 ま た 比 較 の た め 、 鶏 大 腸

菌 症 発 症 歴 の あ る B 農 場 と C 農 場 の 保 存 菌 株 を 併 せ て 調 査 し た 。  

【 材 料 及 び 方 法 】  

大 腸 菌 の 性 状 比 較 に は 、 A 農 場 に お け る 200 4 年 か ら 202 0 年 ま

で の 大 腸 菌 症 発 生 時 の 主 要 臓 器 (心 臓 、 肝 臓 、 脾 臓 )及 び 環 境 由 来

菌 株 と し て 、71 株 (2 0 0 4 年 8 株 、200 5 年 3 株 、200 6 年 4 株 、200 7

年 4 株 、 20 0 8 年 3 9 株 、 201 1 年 6 株 、 202 0 年 7 株 )を 使 用 し た 。

ま た 、 他 農 場 と の 比 較 の た め 、 薬 剤 使 用 が 多 い 可 能 性 が あ る 肉 用

鶏 農 場 B 農 場 、採 卵 鶏 農 場 C 農 場 を 選 定 し た 。B 農 場 は 201 9 年 に

分 離 さ れ た 主 要 臓 器 (心 臓 、 肝 臓 、 脾 臓 )由 来 の 17 株 、 Ｃ 農 場 は

201 9 年 に 分 離 さ れ た 小 腸 内 容 由 来 の 12 株 を 使 用 し た 。  

性 状 調 査 は 薬 剤 感 受 性 試 験 (薬 感 )及 び VAG s の 保 有 状 況 調 査 を

行 っ た 。 薬 感 (１ 濃 度 デ ィ ス ク 拡 散 法 )は 11 種 類 の 薬 剤 (テ ト ラ サ

イ ク リ ン (TC )、 シ プ ロ フ ロ キ サ シ ン (CI P )、 カ ナ マ イ シ ン (KM )、

ア ン ピ シ リ ン (AB P C )、 ゲ ン タ マ イ シ ン 、 セ フ ァ ゾ リ ン 、 セ フ ォ タ

キ シ ム 、コ リ ス チ ン 、ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル 、ナ リ ジ ク ス 酸 (NA )、

ST 合 剤 )を 用 い た 。ま た 、VAG s は マ ル チ プ レ ッ ク ス PC R（ C.  E w e r s

ら ） に よ り 、 8 種 類 の 遺 伝 子 (as t A ,  i s s ,  i r p 2 ,  p a p C ,  i u c D ,  t s h ,  

v a t ,  c v i / c v a )の 保 有 状 況 を 調 査 し た 。  

【 結 果 】  

薬 感 は A 農 場 で は 71 株 中 KM 5 1 %、 T C  8 9 %、 AB P C  9 2 %と 3 薬 剤

で 50%以 上 の 耐 性 率 だ っ た （ 表 2） 。 同 3 薬 剤 に つ い て 調 査 当 初

の 200 4 年 と 202 0 年 の 耐 性 率 は 変 化 が な か っ た 。B 農 場 で は ABP C、

ST 合 剤 100 %、 CI P、 NA  7 7 %、 TC  6 5 %の 耐 性 率 で 、 C 農 場 で は 全 薬

剤 で 40%以 下 の 耐 性 率 だ っ た 。 ま た 、 VAG s の 60 %以 上 の 保 有 率 は

A 農 場 で iss ,  i u c D  1 0 0 %、 pa p C  9 0 %、 cv i / c v a  8 6 %、 ts h  7 2 %、 as t A  

6 7 %、 B 農 場 で iuc D  1 0 0 %、 i s s ,  t s h ,  i r p 2  7 1 %、 pa p C  6 5 %、 cv i / c v a  

8 2 %、 C 農 場 で iss  8 0 %だ っ た （ 表 3） 。  

【 考 察 】  

A 農 場 で は 従 来 か ら の 指 導 で 畜 主 の 飼 養 管 理 意 識 向 上 に よ り 、



薬 剤 に 頼 ら ず 飼 養 衛 生 管 理 の 改 善 に よ る 対 策 を し て お り 、 他 薬 剤

へ の 耐 性 率 の 上 昇 等 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 B 農 場 は A 農 場 に

比 べ 多 薬 剤 で 耐 性 が み ら れ 、 C 農 場 は 採 卵 鶏 の た め 耐 性 は み ら れ

な か っ た 。 VAG s は 発 生 年 ご と に 変 化 す る 傾 向 が あ り 、 200 7 年 に

本 県 で 示 唆 さ れ た 本 症 の 病 原 性 を 確 認 す る マ ー カ ー と し て 利 用

で き る iss ,  i u c D ,  t s h ,  c v i / c v a A に 加 え て 肉 用 鶏 2 農 場 で は pap C

も 高 い 保 有 率 を 有 し て い た 。 こ れ よ り 、 こ の 数 年 で 新 た な VA G s

保 有 株 の 侵 入 が 示 さ れ 、 本 症 マ ー カ ー と し て の 重 要 性 が 改 め て 示

唆 さ れ た 。 過 去 の 報 告 で は 、 VAGｓ の 保 有 数 は 感 染 力 の 増 強 だ け

で な く 、 重 症 化 に 関 わ っ て い る 可 能 性 が 高 い と い わ れ て お り 、 今

回 の 調 査 で 先 ほ ど 示 し た A 農 場 の 20 1 1 年 で は 、8 種 類 中 7 種 類 の

VAGｓ の 保 有 率 が 高 く 、 所 見 に つ い て 検 索 し た と こ ろ 、 重 度 の 肝

包 膜 炎 、 心 外 膜 炎 を 呈 し て い る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 B 農 場 で

は 、 大 腸 菌 症 の 症 状 は 軽 度 で 、 C 農 場 で は 肝 包 膜 炎 や 心 外 膜 炎 が

認 め ら れ な か っ た の で 過 去 の 知 見 の 通 り 、 重 症 化 に 関 わ っ て い る

可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ た 。  

今 後 、 感 染 力 の 増 強 及 び 重 症 化 と の 関 連 に つ い て こ の 知 見 を よ

り 確 立 さ せ る た め 、 さ ら に 検 査 デ ー タ を 増 や し 、 本 症 診 断 の 一 助

と な る こ と を 目 標 と し て い く 。  
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